











































































































































































（ ）柳生 俊樹 大学院文学研究科
最近、絵画や彫刻に表された人物像の下半
身が気になる。男性像・女性像を問わない。
何を履いているのか。ズボンか、スカートか。
あるいは何も履いていないのか。別に、妙な
趣味があるわけではない。騎馬文化と関連し
た「ズボン」の歴史に興味を持っているので、
図像を観察する際、まず下半身に目がいって
しまうのである。
現在の研究テーマについて
一体、いつ、どこで、誰が、ズボンという
ものを発明したのか。たしかなことは何もわ
かっていない。服飾史の概説書は、大抵の場
合、中央ユーラシア草原の騎馬遊牧民と関連
づけて説明している。ズボンが乗馬服として
用いられることが多いからだ 「発明」はとも。
かくとして、ズボンの普及には、前一千年紀
前半以降の騎馬遊牧民が大きく関わっている
ことだけは間違いないようである。
そうした、ズボンの始まりから各地への伝
播、そして現在に至るまでの用途・形態を含
めた変遷は、古今東西の様々な文化に関係し、
文化交流史的に興味深い。しかし 「ズボン」、
